










































Molecular genetic and physiological studies on the dual role of 


































































達のネットワークを形成している。ABA レベルや ABA 応答を亢進するアラントインの生理作用
が，そのようなクロストークを介して他のホルモンが関わるストレス応答にも関与している可能性
を，ホルモン応答性のマーカー遺伝子発現を指標に検証した。 
 ALN の遺伝子破壊によりアラントインを蓄積する aln-1株の網羅的遺伝子発現データを精査し
た結果，先行研究で見出した ABA 応答のみならず，ゲノムワイドな JA 応答の亢進と SA 応答の
低下が明らかとなった。シロイヌナズナにおけるストレスホルモンのクロストークでは，ABA と JA が
協調して SA に対して拮抗的に働くことが知られているが，aln-1株の遺伝子発現プロファイル
は，それをよく反映するものであった。したがって，アラントインは ABA 応答と JA 応答を亢進する
が，SA 応答は抑制する作用をもち，複数のホルモンが関与する多様なストレス応答の制御に関
わっている可能性が示された。 
 JA 応答に焦点を絞って aln-1株の発現プロファイルをさらに詳細に解析した結果，その遺伝子
発現が JA 応答を制御するマスター転写因子 MYC2の影響を強く受けていることが示唆された。
そこで，MYC2の発現や，JA 生合成酵素・JA シグナル伝達因子などの MYC2の標的の遺伝子




ていた。以上の結果から，アラントインによる JA 応答の活性化には，JA シグナルの主要制御因
子の一つである MYC2が関与することが示された。 
 アラントインが MYC2 依存的に JA 応答を亢進する分子機構を明らかにするために，野生株，
活性型 JA 欠損変異株および MYC2 欠損変異株にアラントインを投与し，JA 応答遺伝子の発
現が亢進するかどうかを調べた。その結果，野生株では aln-１変異株と同様に，MYC2 を含む
JA 応答遺伝子の発現が誘導されたが，これらの JA 関連変異株では活性化されなかった。した
がって，アラントインは既知の JA シグナル経路を介して MYC2 に依存的な JA 応答を亢進する
と考えられた。次に，アラントインによる JA 応答の活性化における ABA の関わりを明らかにする
ために，ABA 欠損変異株にアラントインを投与して，JA 応答遺伝子の発現が亢進するかどうか
調べたところ，その発現は誘導されなかった。さらに，この結果を遺伝学的に確かめるため，JA
欠損株，ABA 欠損株にそれぞれ aln-1 変異を導入した二重変異株を作出し，内因的に蓄積さ
せたアラントインに対する JA 応答遺伝子の発現を調べた。その結果，aln-１株で観察された JA
応答遺伝子の発現亢進はどちらの二重変異株においても消失した。以上の結果から，アラント
インによる JA 応答の活性化には ABA が上流で働き，ABA と JA のクロストークを介して MYC2
が重要な役割を担うことが示された。 
 
まとめ 
 本研究により，植物のプリン分解がおそらく窒素利用系として植物の成長に貢献するとともに，
代謝中間体アラントインの蓄積によりストレスホルモン応答を活性化することを示した。単一代謝
系が備えるこのような二元的機能は，環境変動に応じてその機能を切り替えることで，固着生活
を営む植物が迅速に環境適応するための成長生存戦略として重要な役割を担うと考えられる。	
	
